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万
九
千
社

立
虫
神
社

ま
く
せ
の
や
し
ろ

た
ち
む
し
じ
ん
じ
ゃ

社

報
神
戸
の
郷

か

む

べ

さ

と

第
五
九
号

平
成
二
十
九
年
秋

［
発
行
］
九
月
吉
日

代
宮
家

（
錦
田
）

よ

こ

や

今
季
の
祭

立
虫
神
社

秋

祭

り

今
年
も
五
穀
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
。

秋
祭
り
は
、
稲
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物

が
豊
か
に
収
穫
で
き
た
こ
と
、
農
業
に
は
じ

ま
り
、
工
業
、
商
業
な
ど
全
て
の
産
業
が
順

調
に
運
ん
で
い
る
こ
と
、
日
々
平
和
に
暮
ら

し
て
い
け
る
こ
と
な
ど
を
氏
神
さ
ま
に
感
謝

す
る
お
祭
り
で
す
。

氏
子
一
同
が
心
を
合
わ
せ
て
ご
奉
仕
す
る
、

一
年
で
最
も
重
要
な
お
祭
り
で
、
「
大
祭
」
と

た
い
さ
い

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
様
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お

参
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

九
月
三
十
日(

土)

夕
刻

一
、
前
夜
祭

・
深
津
一
統
祭

午
後
六
時
よ
り

・
竹
内
一
統
祭

午
後
七
時
よ
り

大
正
九
年
に
立
虫
神
社
へ
と
合
祀
さ
れ
た

客
神
社
に
ゆ
か
り
深
い
氏
子
で
あ
る
千
家
の

竹
内
一
統
、
古
く
か
ら
万
九
千
社
に
ゆ
か
り

深
い
神
立
の
深
津
一
統
が
参
集
し
ま
す
。

大
祭
前
夜
に
あ
た
り
、
諸
祭
儀
を
恙
な
く

齋
行
す
る
旨
を
神
々
に
奉
告
し
祈
念
し
ま
す
。

十
月
二
日
（
日
）

一
、
子
祷
神
事

こ

と

う

の

し

ん

じ

並
び
に

氏
子
入
り
奉
告
祭

午
前
八
時
三
〇
分

平
成
二
十
八
年
の
八
月
一
日
か
ら
今
年
の

七
月
三
十
一
日
頃
ま
で
に
誕
生
さ
れ
た
子
供

さ
ん
と
そ
の
家
族
が
参
拝
し
、
健
や
か
な
成

長
を
お
祈
り
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
秋
祭

り
以
後
、
こ
の
地
に
住
ま
い
さ
れ
、
氏
子
入

り
さ
れ
た
皆
様
に
も
御
昇
殿
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
大
祭

祭
典

午
前
十
時
よ
り

秋
祭
り
で
最
も
重
要
な
祭
典
で
す
。
宮
司

以
下
の
神
主
・
氏
子
代
表
が
昇
殿
し
、
古
式

に
則
っ
て
厳
か
に
御
奉
仕
し
ま
す
。

御
神
前
に
た
く
さ
ん
の
お
供
え
物
を
し
て
、

氏
神
さ
ま
を
お
も
て
な
し
し
、
宮
司
が
祝
詞

の

り

と

を
奏
上
し
、
皆
が
玉
串
を
捧
げ
て
感
謝
の
気

持
ち
を
お
伝
え
し
て
人
々
の
幸
を
祈
り
ま
す
。

※
お
供
え
、

お
米
当
番

の
方
は
、

当
日
午
前

八
時
半
か

ら
十
時
ま

で
に
、
神

社
へ
お
供

え
下
さ
い
。
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一
、
御
神
幸

み

ゆ

き

祷
練
り
神
事

と

お

ね

り

し

ん

じ

千
家
第
一
公
民
館
に
て
お
祭
り
の

後
、
午
後
一
時
頃
、
神
社
へ
向
け
て

御
神
輿
を
中
心
と
す
る
行
列
が
出
発
。

午
後
五
時
半
頃
に
神
社
へ
帰
着
、
還

幸
祭
を
行
い
ま
す
。

一
年
に
一
度
、
御
神
輿
に
遷
ら
れ
た
氏
神

お

み

こ

し

さ
ま
の
御
霊
が
、
氏
子
の
暮
ら
す
神
立
千
家

み

た

ま

の
地
に
お
出
ま
し
に
な
ら
れ
ま
す
。

皆
の
暮
ら
し
や
地
域
の
繁
栄
ぶ
り
を
ご
覧

に
な
り
、
穏
や
か
で
幸
の
多
い
暮
ら
し
へ
と

お
か
げ
を
授
け
ら
れ
る
神
事
で
す
。

練

り

歩

く

行

列

の

先

導

役

は

、

猿
田
比
古
命
。
悪
霊
を
祓
い
、
大
地
を
鎮
め

さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

よ
う
と
、
青
竹
を
振
り
回
し
て
走
り
回
る
番
内

ば
ん
な
い

さ
ん
。
幸
多
か
れ
と

御
神
酒
を
ふ
る
ま
う

茶
立
姫
。
無
病
息
災

ち
ゃ
た
て
ひ
め

を
祈
願
し
、
恐
い
顔

で
ゆ
っ
く
り
と
進
む

御
獅
子
…
。

主
役
の
氏
神
さ
ま
は
、
神
和
会
、
千
親
会
、

小
学
校
一
年
生
が
心
を
込
め
て
お
ひ
き
す
る

御
神
輿
に
の
っ
て
進
ま
れ
ま
す
。
今
年
は
北

回
り
。
夕
方
、
氏
神
さ
ま
の
御
霊
は
本
殿
へ

還
ら
れ
、
獅
子
の
拝
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
、
神
楽
奉
納

か

ぐ

ら

午
後
二
時
頃
よ
り
、
夕
刻
ま
で

・
午
後
二
時
頃
～

出
雲
神
楽

『
清
米
（
き
よ
め
）
』
『
山
の
神
』

万
九
千
社
立
虫
神
社
神
代
神
楽
社
中

・
午
後
三
時
二
〇
分
頃
～

御
神
楽

『
浦
安
の
舞
（
う
ら
や
す
の
ま
い
）
』

神
立
千
家
の
氏
子
小
学
生
女
子
有
志

・
午
後
四
時
頃
～

子
供
出
雲
神
楽

『
す
さ
の
お
の
命

の
や
ま
た
の
お

ろ
ち
退
治
』

あ
い
川
保
育
園

・
午
後
五
時
頃
～

出
雲
神
楽

『
八
戸
（
や
と
）
』

※
八
岐
大
蛇
退
治

万
九
千
社
立
虫
神
社
神
代
神
楽
社
中

一
、
餅
撒
き
等

神
楽
が
成
就
し
日
没
に
か
け
て

●
餅
ま
き
奉
納
協
賛
者
／
神
楽
保
存
会
ほ
か

●
神
事
花
倒
し
と
そ
の
争
奪
、

授
与

協
賛
／
神
和
会
・
千
親
会

※
境
内
が
最
も
賑
わ
う
の
は
、
午
後

三
時
頃
か
ら
で
す
。

《
耳
寄
り
情
報
で
～
す
》

午
前
一
〇
時
か
ら

特
別
出
店
決
定
！

★
出
雲
で
一
番

美
味
し
い
？
！

◎
出
雲
生
姜
屋

じ
ん
じ
ゃ
エ
ー
ル

◎
紫
陽
花
（
あ
じ
さ
い
）

特
製
や
き
そ
ば

ほ
か

お
楽
し
み
に
！

（
文
責

宮
司

錦
田
剛
志
）


